
令和２年度第２回学校運営協議会報告（豊似小学校）
① 議題「地域・家庭の方策」

前回の熟議で交流された方策について、実現可能性を検討した結果次のようになりました。委員からは、「本町の学校にも提供で

きるようにするとともに、漁業の様子などを撮影してもらうとよい。」といった意見も出されました。

１ 親の仕事の様子をビデオで撮影し、教材として活用できるようにする。

（試行的に、ロボット牛舎の様子を撮影し、学校に提供する。）

２ 収穫期の様子をドローンを使って撮影する。

② 豊似小の児童の実態

野田校長先生から今年度の児童の実態について説明がありました。

一昨年実施した町民説明会における熟議「広尾の子どもたちの強み・弱み」のまとめから、現在の豊似小の児童にも当てはまる

特性を指摘した後、「全国学力学習状況調査が実施されていなので前年度との比較はできない」「CRT 検査の結果では、この６年間

で確実に学力は向上している。しかし、文章を読みこなすことが苦手。」と学校の認識を述べました。

第１回学校運営協議会「熟議」から一部抜粋



次に、「子どもたちの強み・弱み」というテーマで熟議を行いました。出された意見は次のとおりです。

この結果を踏まえて、次回学校運営協議会から、次年度の「育成したい資質・能力」の議論が始まります。


